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令和４年度第１回田川市経営評価改革推進委員会 会議録 

 

１ 開会 

２ 委員紹介 

⑴ 委員紹介 

⑵ 委員長選任 

   （神谷委員長を選任） 

⑶ 副委員長指名 

   （美谷副委員長を指名） 

３ 挨拶 

⑴ 市長挨拶 

⑵ 委員長挨拶 

４ 議事 

⑴ 田川市第７次行政改革大綱について（諮問） 

（市長から委員長に諮問書を手交） 

⑵ 田川市第７次行政改革大綱の策定について（議事進行：神谷委員長） 

事務局 （事務局が資料３について説明） 

委 員 計画期間が６年というのは珍しいと思うが、何か理由等があるのか。 

事務局 実施計画は、進行管理や見直し作業の効率性等を踏まえ、現６次大綱の取組と同様に２

年を１期として進めたいと考えている。それを踏まえると、大綱期間は４年又は６年とな

るが、一定の取組期間を確保するという観点で６年が妥当だと考えた。 

委員長 過去の行革大綱は５年を計画期間としていたが、総合計画の計画期間は前期５年、後期

開催日時 令和４年８月１日（月）１６時１５分から１６時５０分まで 
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５年の１０年であるため、６年というのは珍しい。ただ、私も行革大綱の策定に関わって

きて思うが、事務局から説明があったように、６年というのは２年ごとに成果を見ていく

という点で適切だと思う。 

委 員 市職員時代に行革の取組シートを作成したが、シートの作成自体が大変で、業務を圧迫

しているという現実があった。業務が忙しいからこそ様々な改善をする必要があるが、忙

しいから改善する時間がない。そのため、去年のシートをコピーして今年のシートを作成

するという実態があった。今でもそういうケースはあるのではないかと思う。行革に対す

る職員の取組方法やシート自体を改善する目線も必要である。 

委員長 私もそれを強く希望している。１つ間違えると、行革シートを作成することが目的にな

り、これでは誰も幸せにならない。見える化するためには行革シートが必要だが、今回は

是非、簡潔だけど成果につながり、かつ、見える化された行革シートの作成を要望したい。 

事務局 第２回の本委員会で示す予定にしているが、現在の行革シートは以前のものよりかなり

改良をしている。しかし、それでも手間がかかると感じている職員もいると思う。改善の

方向性が示される行革シートに作り変えているため、次回見ていただきたい。ただし、現

シートで完成とは思っていない。今後、７次行革大綱の実施計画を策定するに当たり、更

にシンプルで、成果重視の行革シートになるよう引き続き改良していきたいと考えている。 

委 員 基礎となる仕事の整理整頓がかなり進んできた。改革することが二度手間にならず、そ

れが地についていくよう職員は頑張っている。それを見ていただきたいと思う。 

委 員 その主眼としてＤＸではないか。 

委員長 仰るとおりである。 

委 員 サーバーをどのように活用しているか分からないが、サーバーを１か所にして、例えば、

行革シートの作成の際に、過去のデータを見ながらどのように改善したら良いか考えると

いう手法もＤＸではないか。 

委 員 改善に手間がかかるので負担だという考え方が職員にある。その改善の結果、楽になっ

たという状態にしたいということで、そこを一生懸命やっている。 

委 員 楽になる前が辛いが、それを乗り越えないと楽にならない。 

委 員 職員の気持ちの部分で、今までやってきたのに、何故変えないといけないのか、という

事もある。 

委 員 既に意識のある職員、楽にするために改善しようとしている職員は、同じ行革シートで
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も書きぶりが上手で、結果に結びつく内容になっていると思う。そうではなく、やらされ

感のある職員はそういう行革シートにならないと思う。行革シート作成の意図が認識され

るよう、上司が伝えるのか、研修で伝えるのか分からないが、何のためにこれをするのか

を職員が認識することが重要だと思う。 

委 員 新任係長の研修がまさしくそれにつながると思う。業務の整理や見える化をやっている。 

委 員 その整理がされていたら、人事異動で来た職員もそれを見て課題や目指す方向性がすぐ

に分かり、楽になる思う。 

委員長 今の議論は諮問事項１、２に強く関わる話で、既に本格的な議論が始まったなと感じる。 

 

⑶ 今後のスケジュール（予定）について 

事務局 （事務局が資料４について説明） 

委員長 ２月開催の議題は「実施計画案の確認」になるのか。 

事務局 仰るとおりである。 

 

⑷ 次回の開催日程について 

事務局 （令和４年９月１６日（金）１３：３０～に決定。） 

 

⑸ その他 

委員長 次回会議では、現在の財政状況及び財政見通しの説明をいただきたい。委員会としては

財政課長の出席を求めたい。 

事務局 承知した。 

委 員 これまでのコロナ対策により、国の借金もかなり増えている。したがって、今後、厳し

い地方財政が予見されるため、それを踏まえた検討が必要になる。また、県内の市町村で

は、田川市だけ経常収支比率が１００％を超えている。理由は把握できていないが、異常

な状況である。このことからも、行革を進めていかないといけないと思う。 

委員長 次回、財政課長に出席いただいて、そういった議論もやっていきたいと思っている。 

 

５ 閉会 


